




 

檜檜原原  森森ののおおももちちゃゃ美美術術館館 へへ見見学学にに行行ききまましした 

2022年 10月 26日に、まちづくり委員会で森のことや木製品を使うことについて 

学習してきました。 

 

檜檜原原村村ににつついいてて 

檜原村はあきる野市よりも西側にあり、総面積の93％が

森林です。昔から炭焼きや林業を主な仕事としてきまし

たが、外国からの輸入材の影響や建築様式も変わり、材木

の需要も少なくなり、木を伐っても利益が出ず、今では檜

原村内の林業の会社は 3 社だけになってしまいました。

また、檜原村内の森林の 9 割が個人の所有で、所有者の

代替わりなどでどこからどこまでが自分の山なのかわか

らないなどの理由で、手つかずの森林が多いのが現状で

す。 

檜檜原原  森森ののおおももちちゃゃ美美術術館館  ととはは？？  

木の素晴らしさを再確認し、木材産業の活性化を

図るとともに、多世代が集える場所を提供するこ

とを目的とし、廃校になった北檜原小学校の跡地

に設立されました。 

館内は檜原の木材がふんだんに使われています。 

全体が檜原村をイメージした構成になっていま

す。 

 

  
大人もつい座りたくなり、木の温かさや柔らかさを感じるこ

とができました。檜は気持ちを活性化させる効果、杉は落ち

着かせる効果があるそうで、檜はリビングに、杉は寝室に使

うなど部屋によって木材を変えると良いなど、木によって特

性が違う事を知ることができました。   

まちづくりのページ 

４ 

山が近くて自然が豊かな 

場所でした。 

写真：檜原森のおもちゃ美術館

WEBサイトより 

写真の木は、北檜

原小学校にあっ

たいちょうの木

をイメージして

います。 

小学校の思い出

です。 

館内には木のおもちゃが

たくさんあり、実際に 

遊ぶことができます。 

木工作家の作品 

「赤ちゃん木育ひろば」の

様子。0～2 才専用の部屋

で、ここだけ床材に杉が使

われています。他の場所と

違って少し暖かく柔らか

い感じがしました。 



 

木木をを伐伐るるののははいいけけなないいこことと？？    

檜原村をはじめ日本の木は伐り頃を迎えていますが、林業従事者の減少や所有者の管理の

問題など様々な理由から放置されている森が多くあります。 

森を守るためには、人による適切な手入れが必要です。適切な手入れをせず森が荒れてし

まうと、雨で土砂崩れが起きたり、山に水を蓄える事ができなくなったりしてしまうから

です。 

地面に光が届きしっかりと根が張って育つよう、下草や成長の邪魔になる背丈の低い木を

刈ったり、形や生育が悪い木を伐って間引いたりします。大きく育った木で構成される森

を作るには、約 50 年の間に何度かの間伐が欠かせません。そうして伐り頃になった木か

ら順番に伐採し、木材にします。その後はまた新しい木の苗を植えて育てます。 

木材も大切な資源です。輸入木材に頼らず国産の木材でできた製品を使うことが大切です。

間伐材も有効に活用されることもカギのようです。 

 

国産の木で作られた製品を使うことが日本の森や林業を守る事につながります。 

割りばしや食器、家具など身の回りには木製品がいろいろあります。生活クラブの消費材にも

国産の木材で作られたものがあります。 

購入したり使ったりする前に一度、この木はどこで育ったのかな？と思いを馳せてみるのも

いいのではないでしょうか。想像することが日本の森を守る事につながるかも知れませんよ。 

国国ととししててのの対対策策はは？？ 

森林の整備や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等に関する費用に充てることの出来るよ

う、森林環境譲与税として自治体へ助成されています（2019年度より） 

インターネットなどで、その使い道を公表することになっているので、みなさんの市町村ではどのように使

われているか「〇〇市・町 森林環境譲与税」で検索してみてください。ちなみにこの財源は森林環境税*1と

いう、2024年から一人あたり年額 1000円の税金です。森のないまちで、間伐材を活用したり、木育など

に活用されていたらいいですね。 

 
*1森林環境税は、地方公共団体が実施する防災事業に必要な財源の確保のため、

個人住民税均等割ですでに支払っている 1000 円が名称を変えて森林環境税と

なるため、負担額は変わりません。 

 

５ 

まちづくりのページ 

小さな枝も、マグネット

を付けるなど工夫をす

ればおもちゃになりま

す。無駄なく森の資源を

使うアイデアです。 

森のおもちゃ美術館から

の景色。将来は檜原村内の

空き家にもおもちゃ作家

さんを呼んで、Madein 

檜原のおもちゃを作って

もらいたいそう。林業家が

育つのも夢だそうです。 








